
自分たちだけの音楽を（パトリア・ミュージック・フェスタVol.３）

● 平成22年 天領日田おひなまつり

● 第30回 日田おおやま梅まつり

● 国民健康保険への加入・脱退の

           手続はお早めに
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市 民 広 場

日田おおやま梅まつりでは毎年多くの方が梅園を訪れます

大
山
梅
農
家
の
二
代
目

五
藤
 
己
智
也
さ
ん
︵
大
山
町
東
大
山
︶

﹁
い
つ
か
は
父
を
越
え
る
よ
う
な
梅
農
家
に
な
り
た
い
﹂

 
五
藤
さ
ん
は
、
４
年
前
か
ら
家
族
で
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
五
藤
さ
ん
の

梅
園
は
、
毎
年
２
・
３
月
に
開
か
れ
る
日

田
お
お
や
ま
梅
ま
つ
り
の
会
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

  

︱
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

 

 
ふ
る
や
台
に
あ
る
梅
園
は
今
か
ら
50
年

ほ
ど
前
、
松
林
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
父
が
開

墾
し
た
も
の
で
す
。
以
前
は
会
社
勤
め
を

し
て
い
た
の
で
、
忙
し
い
時
期
だ
け
農
業

を
手
伝
う
程
度
で
し
た
が
、
父
が
亡
く
な

っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
専
業
で
農
業
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

 
梅
作
り
は
、
何
と
い
っ
て
も
剪
定
が
一

番
難
し
く
、
梅
の
こ
と
や
農
業
の
こ
と
な

ど
、
父
に
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

 
︱
現
在
の
仕
事
は
︱

 
 

 

 
主
に
梅
の
栽
培
で
す
が
、
ほ
か
に
ハ
ウ

ス
栽
培
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妻
が
ハ
ー
ブ

を
、
母
が
露
地
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

 

 
父
は
生
前
、
梅
の
植
物
園
を
作
り
た
か

っ
た
よ
う
で
、
小
梅
、
大
梅
な
ど
数
多
く

の
品
種
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
梅
を

引
き
継
ぎ
、
現
在
は
青
果
で
の
出
荷
の
ほ

か
、
梅
干
し
に
加
工
し
て
直
販
所
に
出
し

た
り
、
電
話
注
文
に
よ
る
販
売
で
、
遠
く

は
東
京
に
送
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

   

︱
農
業
の
魅
力
は
︱

  
 
農
業
は
、
自
由
な
時
間
が
取
れ
て
、
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
成
果
が
出
ま
す
。
本
格
的

に
農
業
を
始
め
る
ま
で
は
自
分
に
や
れ
る

か
不
安
で
し
た
が
、
や
っ
て
み
れ
ば
な
ん

と
か
な
る
し
面
白
い
で
す
。

 

 
自
由
に
で
き
る
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、
も

っ
と
休
み
を
取
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
私
は
自
由
な
時
間
が
あ
っ
て
も
、

結
局
は
畑
に
来
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
興
味

が
尽
き
ま
せ
ん
。

 

︱
農
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
︱

  

 
大
山
町
で
は
兼
業
農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、

専
業
で
農
業
を
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程

度
の
規
模
が
な
い
と
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
し
て
い
る
方
に

と
っ
て
生
産
・
加
工
は
で
き
て
も
、
ど
う

や
っ
て
販
売
す
る
の
か
が
難
し
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
流
通
面
で
行
政
の
支
援

が
望
ま
れ
ま
す
ね
。

 

 
そ
れ
か
ら
、
若
い
方
に
も
夢
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
職
業
で
す
ね
。
農
業

が
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
専
業
で
や
っ
て

い
け
る
よ
う
な
職
業
に
な
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

  

︱
今
後
の
目
標
は
︱

  

 
父
の
梅
作
り
に
対
す
る
気
持
ち
や
熱
意

を
受
け
継
い
で
、
父
の
よ
う
な
、
ま
た
、

い
つ
か
は
父
を
越
え
る
よ
う
な
梅
農
家
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

大
山
町
の
都
築
の
土
地
は
土
質
が
良
い
し
、

ふ
る
や
台
は
日
当
た
り
も
良
い
の
で
、
梅

だ
け
で
は
な
く
、
何
か
新
し
い
特
産
品
も

作
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

 
こ
れ
か
ら
も
、
大
山
の
梅
農
家
と
し
て
、

ま
た
農
業
従
事
者
の
一
人
と
し
て
五
藤
さ

ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

み
 
ち
 
や

せ
ん
て
い
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⑤

 
昭
和
41
年
、
市
内
で
農
業
を
職
業
と
す

る
青
年
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
た

り
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で

﹁
日
田
青
年
農
業
研
究
会
﹂
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
名
称
を
変
え
、
現
在
は

﹁
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
青
年
農
業
研
究
会
﹂

と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

 

 
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
青
年
農
業
研
究
会

は
、
現
在
、
20
～
30
代
の
青
年
13
人
で
構

成
さ
れ
、
梨
、
ス
イ
カ
、
白
菜
な
ど
様
々

な
種
類
の
農
業
従
事
者
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

 

 
１
年
間
の
活
動
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
で
の
農
産
物
の
出
店

や
会
の
活
動
の
紹
介
、
市
民
を
招
い
て
の

地
産
地
消
交
流
会
、
市
外
各
地
へ
の
視
察

の
ほ
か
、
市
内
各
地
の
草
刈
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
行
う
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

 

 
中
で
も
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
児

な
ど
に
よ
る
芋
掘
り
大
会
は
、
毎
年
人
気

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

 

 
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
農
業
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
昭
和
62
年
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
昨
年
は
、
市
内
の
園
児
ら
４

２
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

 
会
長
の
野
田
哲
也
さ
ん
は
﹁
農
業
は
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
う
仕
事
な
の
で
、
ほ

か
の
人
と
の
交
流
が
薄
れ
が
ち
な
職
業
で

す
が
、
こ
の
会
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
交
換
や
交
流
の
場
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
日
田
市
の
農

業
を
担
う
者
と
し
て
、
も
っ
と
日
田
の
農

産
物
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、

農
業
の
技
術
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

芋掘り大会に向けて、昨年は約3,000本の芋苗
を植えました

大きな芋を掘り当てて園児たちも大喜びです

JR三芳駅に隣接する三芳地区

コミュニティ消防センター

 
三
芳
分
団
は
﹁
三
芳
村
日
高
消
防
組
﹂

﹁
日
田
市
警
防
団
﹂
等
の
名
称
を
へ
て
、

日
田
市
消
防
団
日
田
方
面
団
三
芳
分
団

と
し
て
三
芳
地
区
８
町
内
︵
約
１
７
５

０
世
帯
︶
を
管
轄
し
、
Ｊ
Ｒ
三
芳
駅
と

一
体
と
な
っ
た
三
芳
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

 

 
現
在
、
20
～
60
代
の
団
員
27
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
団
員
と
も
年

齢
差
を
感
じ
さ
せ
な
い
仲
の
良
さ
、
団

結
力
が
自
慢
で
す
。
分
団
で
は
、
毎
月

の
機
械
器
具
の
点
検
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
、
年
数
回
の
団
員
慰
労
会
等
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
に
密
着
し
た

消
防
団
を
目
指
し
、
一
層
の
努
力
を
し

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
三
芳
地

区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 
私
た
ち
第
４
分
団
は
、
熊
本
県
境
に

あ
る
上
津
江
町
都
留
地
区
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。

  

団
員
は
、
再
入
団
者
４
人
を
含
め
20

人
、
団
員
不
足
が
深
刻
で
す
。
ま
た
、

市
内
中
心
部
に
勤
務
す
る
団
員
が
多
く
、

日
中
も
管
轄
区
域
内
に
い
る
団
員
は
３

人
し
か
い
ま
せ
ん
。

 

 
そ
ん
な
中
、
地
区
内
の
火
災
予
防
の

た
め
、
地
元
自
治
会
と
消
防
分
団
が
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
全
世
帯
に
配
付
し

ま
し
た
。

 

 
﹁
火
事
を
起
こ
さ
な
い
﹂﹁
初
期
消
火
﹂

﹁
被
災
し
な
い
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

少
な
い
団
員
だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
の
防

災
意
識
を
高
め
て
地
域
内
で
火
災
出
動

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
田
方
面
団
 
三
芳
分
団

上
津
江
方
面
団
 
第
４
分
団

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
男
た
ち

火災警報器の取

付けができない

世帯には、団員

が出向いて取り

付けました

ジ
ャ
 
 
ジ
ャ
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【問い合わせ】大山まつり実行委員会事務局（大山振興局産業建設課内） ☎52-3101

【問い合わせ】日田市観光協会 ☎22-2036  観光・ツーリズム振興課ツーリズム推進係 ☎23-3111（代表）

  江戸時代、幕府の直轄地「天領」として栄えた日田のまちに

春の訪れを告げる「天領日田おひなまつり」が開催されます。

  おひなさまめぐり

  豆田地区や隈地区の旧家や資料館に残る絢爛豪華なひな人形

や道具類を一斉に展示公開します。

  商店街・旅館等

  商店街や旅館のロビー等でもそれぞれに趣向を凝らしたおひ

なさまを展示します。

  山里ひいなめぐり

  天瀬町古園地域の民家でおひなさまを展示します。

  期間：３月１日㈪～28日㈰

 関連イベント

 ◆青い目の人形パレード

  ・と き ２月15日㈪ 午前10時30分～

  ・ところ JR日田駅前出発

◆豆田ながしびな

  ・と き ３月７日㈰ 午前10時～

  ・ところ 桂林荘公園

◆天領日田ひなまつり健康マラソン大会

  ・と き ３月14日㈰ 午前９時20分～

  ・ところ 陸上競技場

◆ひなまつり女子遠的弓道大会

  ・と き ３月21日㈰ 午前10時～

  ・ところ 亀山公園横 庄手川特設会場

  大山地域で梅の栽培が始まってからおよそ半世紀。生産者が

愛情を込めて育てた梅の花の美しさは見事です。梅園を散策し

た後は、「豊後・大山ひびきの郷」で温泉や食事も楽しむこと

ができます。

◆ところ おおくぼ台梅園（大山町西大山）

      ふるや台梅園 （大山町東大山）

 

 おおくぼ台梅園

 ・とき ３月７日㈰ 午前10時～

 ・内容 梅娘認証式、餅まき、野点、アトラクションなど

 ふるや台梅園

 ・とき ３月７日㈰ 午前11時～

 ・内容 餅つき、餅まき、地元小学生による踊りの披露など

  

 ※３月７日はいずれの梅園も車での園内進入はできません。

 

 主な関連イベント

  期間中の土・日曜日には、豊後・大山ひびきの郷の協賛で、

多くのイベントが計画されています。

 【問い合わせ】豊後・大山ひびきの郷 ☎52-3000

けんらんごう か
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  医療保険制度では、誰もが職場の医療保険や国民健康保険（国保）等に加入しなければなりま

せん。国民健康保険と他の健康保険の加入者に異動があったときは、必ず本人又は家族の方の届

出が必要です。国民健康保険への加入や脱退の手続はお早めにお願いします。

国民健康保険への

加入・脱退の手続はお早めに！

【問い合わせ】社会保険課国保・年金係 ☎２２－８２７１（市役所１階）

準備するもの届出が必要なもの

他の市町村の転出証明、印鑑

（特定世帯の場合：特定同一世帯所属者異動連絡票）

職場の健康保険を脱退した証明書、年金手帳、印鑑

被扶養者ではないという証明書、年金手帳、印鑑

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と職場の両方の保険証、年金手帳、印鑑

（職場の健康保険証が未交付の場合は加入証明書）

保険証、年金手帳（年金証書）、印鑑

保険証、年金証書、印鑑

保険証、印鑑

保険証、印鑑

保険証、在学証明書又は学生証の写し、印鑑

免許証などの身分証明書、印鑑

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 

※職場の健康保険の被保険者が後期高齢者医療制度

 に移行した場合も同様です。

国保の加入世帯で子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

退職者医療制度の対象となったとき

住所、世帯主、氏名などが変わったとき

世帯が分かれる、又は一緒になったとき

修学のため別に住所を定めるとき

保険証をなくしたときや汚れて使えなくなったとき

そ
の
他

国
民
健
康
保
険
を

脱
退
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

○加入の届出が遅れると

   保険証がないため医療機関等にかかった医療費は全額自己負担となり、ほかの健康保険などを脱退し

 た時点までさかのぼって保険税を納めることになります。

 

○脱退の手続が遅れると

   ほかの健康保険に加入した場合、国民健康保険の脱退の手続が遅れると、両方の資格を持った

 状態で保険税等を二重に納めることになり、病院にかかるときにトラブルの原因となります。

以下のような場合は、社会保険課国保・年金係に届け出てください。

被保険者の異動の届出は14日以内に
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ま
ち
の

わ
だ
い

 １月17日、田島町の自治会・子どもを守る安全パト

ロール隊・女性倶楽部合同による「もぐら打ち」が、数

十年ぶりに行われた。

  「もぐら打ち」は、わらぼてという竹の先にわらを付

けた棒で地面をたたき無病息災や交通安全などを祈願す

る行事で、参加した約30人の子どもたちは、２班に分

かれ「も～ぐら打ちは十四日、あ～ずき飯は十五日」と

いう掛け声と共に地面をたたき、田島町内を巡回した。

  国の文化審議会で、重要文化的景観「小鹿田焼の里」

（皿山・池ノ鶴地域）周辺山林部の追加選定の答申が出

された。皿山・池ノ鶴地域は、当地の生活や窯業・農業

のあり方を示す重要な文化的景観で、今回追加された周

辺部は、これら生活・生業に欠くことのできない地域資

源（水・土・木等）を作り出す一体の景観として評価さ

れたもの。これにより、選定区域の面積は238.8ヘクタ

ールとなった。

伝 統行事の復活で地域に元気を

  １月24日、国指定重要文化財である前津江町大野の「大

野老松天満社旧本殿」で、26日には、豆田町の「伝統的

建造物群保存地区」で文化財防火訓練が実施された。

  この訓練は、昭和24年１月26日に法隆寺の金堂壁画が

焼失したことから、この日を「文化財防火デー」と定め、

文化財を火災や地震等の災害から守るため、毎年、全国的

に行われているもの。

  訓練では、地元住民による初期消火活動や出動命令を受

けた日田消防署と日田市消防団による消火活動が、迅速か

つ的確に行われた。

重 要文化的景観の範囲拡大へ

貴 重な文化財を守る
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忍 者が豆田を駆け抜ける

音 をたのしむ

  日田方面団隈庄手分団では、昨年12月から１月まで、

隈庄手地区コミュニティ消防センターにイルミネーショ

ンを飾り付け、道行く人に防火意識の徹底を呼びかけた。

  火の用心だけでなく、イルミネーションを見てくれた

人が消防団に入団してくれれば、との願いも込めて団員

自らが製作したもので、上野喜一分団長は「今後は、年

末年始の飾り付けを含め、みんなで活用方法を考えたい」

と話した。

 １月24日、ＮＰＯ法人日田子ども劇場と市の共催で、

ワークショップ「忍者まちを走る」が行われた。

  自然環境を利用して遊び、地域や人とのつながりを増

やし、想像力を育てようと開催されたこのイベントには、

小学生や高校生ボランティアなど約100人が参加。東京

都のＮＰＯ法人アフタフ・バーバンの指導の下、忍者に

ふんした子どもたちが豆田の町を駆け巡り、15グルー

プに分かれて町を探検した。

サ ッカー教室 in 中津江村

  1月29日、中津江村の鯛生スポーツセンターで、サッ

カーＪ２・サガン鳥栖と中津江小学校全校児童44人に

よる交流会が行われた。

  ４度目となる今回の交流会では、子どもたちがサガン

鳥栖トップチームのコーチと一緒にボールを使った遊び

やミニゲームなどを行った。

 子どもたちは、プロの技を教えてもらいながら、息を

弾ませ元気にボールを追いかけた。

  １月31日、市内のアマチュアバンドによる「パトリ

ア・ミュージック・フェスタ Vol.３」がパトリア日田

で開催された。

 今年で３回目を迎えるこのイベントには、20歳代か

ら50歳代まで、幅広い年齢層のバンド12組が参加し、ジ

ャズ、ロック、フォークと様々な分野の楽曲を演奏した。

  会場に訪れた多くの観客は、曲に合わせて思い思いに

リズムを刻んでいた。

イ ルミネーションで火の用心
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くらしの情報

問

問

問

問

平
成
22
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

島
内
堰
の
ゲ
ー
ト
色
の
決
定

ご
存
知
で
す
か

﹁
住
基
カ
ー
ド
﹂﹁
電
子
証
明
書
﹂

第
37
回
日
田
市
社
会
教
育
振
興
大
会

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

平
成
21
年
の
火
災
・
救
急

お
知
ら
せ

みんなで予防

新型インフルエンザ

 ● うがい

 ● 手洗い

 ● 咳エチケット
せき

今月は、

国民健康保険税・

介護保険料第８期

 の納付月です。

納期内の納付をお

願いします。

 

 
島
内
堰
の
ゲ
ー
ト
の
塗
り
替
え

に
関
す
る
意
見
募
集
を
行
っ
た
結

果
、
単
色
青
系
に
決
定
し
ま
し
た
。

 
皆
さ
ん
か
ら
７
０
０
を
超
え
る

多
数
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
工
事
の

完
成
は
３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

 

筑
後
川
河
川
事
務
所
日
田
出
張
所

☎
 
５
２
９
１

   

 
平
成
22
年
第
１
回
市
議
会
定
例

会
は
、
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
な
お
、
正
式
に
は

２
月
19
日
に
開
催
予
定
の
議
会
運

営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

 

※
市
議
会
は
、
公
開
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
本
会
議
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■ 

第
１
回
市
議
会
定
例
会
日
程︵
案
︶

 

◯
一
般
質
問
＝
議
員
が
市
政
全
般

 
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と

 

◯
議
案
質
疑
＝
条
例
や
予
算
な
ど
、

上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質

問
す
る
こ
と

 

◯
委
員
会
付
託
＝
上
程
さ
れ
た
各

議
案
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
に

審
査
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

 

議
会
事
務
局

☎
 
８
２
１
４
︵
市
役
所
３
階)

 
﹁
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
︵
住

基
カ
ー
ド)

﹂
は
、
市
内
在
住
の

希
望
者
に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
で
す
。
写
真
付
き
の
住
基
カ

ー
ド
は
、
本
人
を
確
認
す
る
た
め

の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

 

 
ま
た
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
制
度
を
利
用
し
て
﹁
電
子
証
明

書
﹂
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
国
税

の
電
子
申
告
等
に
利
用
で
き
ま
す
。

 

■
有
効
期
間

 

・
住
基
カ
ー
ド
 
10
年
間

 

・
電
子
証
明
書
 
３
年
間

 

※
有
効
期
間
を
満
了
し
失
効
す
る

と
電
子
申
告
等
が
で
き
ま
せ
ん
。

電
子
証
明
書
の
取
得
者
で
有
効

期
間
の
満
了
が
近
い
方
は
、
更

新
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
既
に
失
効
さ
れ
て
い
る

方
は
、
新
規
の
取
得
手
続
が
必

要
で
す
。

 

■
手
数
料
︵
新
規
・
更
新
︶

  

各
５
０
０
円

 

※
取
得
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

 

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階)

   

■
と
き
 
３
月
６
日
㈯

 

 
午
前
10
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
ホ
ー
ル

 

■
内
容
 
社
会
教
育
功
労
者
・
功

労
団
体
の
表
彰
、
記
念
講
演

 

・
演
題
 
﹁
ひ
ろ
が
る
、
つ
な
が

 
る
、
た
め
に
ど
う
す
る
？
﹂

 

・
講
師
 
大
分
大
学
高
等
教
育
開

 
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授

岡
田
正
彦 

氏

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

 

☎
 
８
２
３
５
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

   

 
電
線
に
接
近
し
て
作
業
を
行
う

場
合
、
ク
レ
ー
ン
の
先
端
や
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
な
ど
が
接
近
す
る
と
、

電
線
に
直
接
触
れ
な
く
て
も
感
電

す
る
こ
と
が
あ
り
、
非
常
に
危
険

で
す
。
電
線
の
近
く
で
作
業
を
行

う
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

 

九
州
電
力
日
田
電
力
所

☎
 
３
６
１
２

  

 
日
田
市
で
発
生
し
た
平
成
21
年

中
の
火
災
件
数
は
21
件
で
、
平
成

20
年
に
比
べ
て
６
件
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
救
急
件
数
は
２
４
９

７
件
、
搬
送
人
員
は
２
４
３
６
人

で
、
市
民
30
人
に
一
人
が
救
急
車

を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

日
田
消
防
署
警
防
係

 

☎
 
２
２
０
４

※※※

問問

開催日

２月25日㈭

３月４日㈭

３月８日㈪

３月９日㈫

３月10日㈬

３月11日㈭

３月15日㈪

３月16日㈫

３月17日㈬

３月18日㈭

３月12日㈮

３月23日㈫

開会時間

午前10時

〃

〃

〃

〃

〃

午前10時

〃

〃

〃

午後１時

午後１時

会議名

本会議

〃

〃

〃

〃

委員会

内容

委員会

〃

〃

〃

本会議

本会議

議案上程、提案理由の説明など

一般質問（会派の代表者）

一般質問

  〃

議案質疑、委員会付託

議案審査（平成21年度分）

議案審査（平成22年度分ほか）

  〃

  〃

  〃

委員長報告、質疑、討論、採決（平成

21年度分）など

委員長報告、質疑、討論、採決（平成

22年度分ほか）など

ぜ
き
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献
血
に
ご
協
力
を

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

■
と
き

 

 
２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

 

 
３
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
５
時

 

■
規
制
区
域

 

 
豆
田
町
上
町
通
り
・
御
幸
通
り

              

■
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

 

 
な
が
し
び
な
︵
桂
林
荘
公
園
︶

 

 
３
月
７
日
㈰

 

豆
田
み
ゆ
き
通
り
商
店
街

 ︵
木
下
︶ 
☎
 
２
９
１
３

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
係

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
６
階)

■
と
き
 
２
月
24
日
㈬

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

 

※
問
診
結
果
等
に
よ
り
献
血
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
内
︶

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階) 

    

 
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、

子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
で
す
。

期
間
中
は
、
日
曜
日
も
予
防
接
種

を
実
施
す
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
予
防
接

種
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

  

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

日
田
市
医
師
会

 

☎
 
２
２
２
８

 

 

   

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

を
﹁
当
月
末
振
替
﹂(

早
割
︶
に
す

る
と
、
毎
月
50
円
の
割
引
に
な
り

ま
す
。
︵
初
回
は
前
月
分
定
額
保

険
料
と
当
月
分
割
引
保
険
料
の
２

か
月
分
の
保
険
料
の
振
替
と
な
り

ま
す
︶

 

■
手
続
場
所
 
預(

貯)

金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
、
年
金
事
務
所

 

■
持
参
す
る
も
の
 
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
又
は
年
金
手

帳
、
預(

貯)

金
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印

 

※
現
在
、
翌
月
末
振
替
を
さ
れ
て

い
る
方
も
変
更
の
申
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
一
部
納
付
︵
半
額

免
除
な
ど
︶
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

     

■
対
象
 
公
務
扶
助
料
、
特
例
扶

助
料
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与

金
等
を
受
け
て
い
た
方
が
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
の
間
に
死
亡
し
、

平
成
21
年
４
月
１
日
︵
基
準
日)

時
点
で
、
年
金
給
付
の
受
給
権

者
が
い
な
い
場
合

 

※
対
象
と
な
る
場
合
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

１
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
戦
没
者
等
の
子

 

３
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹

  

※
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
な
い

場
合
は
、
順
番
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

４
右
記
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

 

■
支
給
内
容
 
24
万
円
、
６
年
償

還
の
記
名
国
債

 

■
請
求
期
限
 
平
成
24
年
４
月
２
日

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

 
☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

 

 
今
、
起
こ
っ
て
い
る
消
費
者
問

題
や
消
費
者
保
護
の
た
め
の
法
律

制
度
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

■
と
き
 
３
月
８
日
㈪

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
﹁
ア
イ

ネ
ス
﹂
︵
大
分
市
︶

 
■
内
容

 

・
演
題
 
﹁
消
費
者
は
な
ぜ
だ
ま

さ
れ
る
の
か
～
賢
い
消
費
者
に

な
る
た
め
に
～
﹂

 

・
講
師
 
弁
護
士
 
村 

千
鶴
子 

氏

 

■
募
集
数
 
１
０
０
人

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
電
話
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
左
記
に
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
２
月
25
日
㈭

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ
﹁
ア
イ
ネ
ス
﹂

☎
０
９
７-

５
３
４-

４
０
３
４

︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶

 

０
９
７-

５
３
４-

０
６
８
４

■
と
き
 
２
月
24
日
㈬

 

 
午
後
７
時
～
９
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
４
階
庁
議
室

 

■
内
容
 
講
話
、
意
見
交
換
会

・
演
題
﹁
い
き
い
き
日
田
の
ま
ち

づ
く
り
︱
男
女
共
同
参
画
で
︱
﹂

 

・
講
師
 
九
州
大
学
名
誉
教
授

 

 
齋
藤
文
男 

氏

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
左
記
に
連

絡
す
る
か
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き

又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
に
申

込
み

 

■
申
込
期
限
 
２
月
19
日
㈮

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１
︵
住
所

記
載
不
要
︶
企
画
課
男
女
共
同

参
画
推
進
・
統
計
係

 

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
０
４
２
９

問

問問

問

問

問問

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

 
第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

男
女
共
同
参
画
を
み
ん
な
で
話

し
合
う
会

３
月
１
日
～
７
日

 
 
子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間

天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中

 
 
 
 
豆
田
町
の
交
通
規
制

保
健
・
福
祉

大
分
県
消
費
者
講
演
会

講
座
・
教
室
・
講
演
会

＝ 規制区域・進行方向

← 花月川

← 城内川

●桂林荘公園●

 大分銀行

●中城祇園山鉾

豆田郵便局●
天領資料館●

港町市営●
 駐車場

＝ 進入禁止

一
新
橋

御
幸
橋
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くらしの情報
 

  

長
金
治
さ
ん
が
収
集
し
た
絶
滅

危
惧
種
の
蝶
や
蛾
の
標
本
約
５
０

０
点
を
展
示
し
ま
す
。

 

■
と
き

 

 
２
月
28
日
㈰
～
４
月
４
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

 

※
期
間
中
は
、
休
館
し
ま
せ
ん
。

 

■
と
こ
ろ
 
博
物
館
２
階

 

■
入
場
料
 
無
料

 

博
物
館
  

☎
 
５
３
９
４

      

 
一
般
社
会
人
や
学
生
の
方
を
予

備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、
教

育
訓
練
修
了
後
、
予
備
自
衛
官
と

し
て
任
用
し
ま
す
。

 

■
対
象

 

・
一
般
 
18
歳
以
上
34
歳
未
満

 

・
技
能
 
18
歳
以
上
で
、
保
有
す

る
技
能
に
応
じ
て
53
歳
～
55
歳

未
満

 

■
教
育
訓
練
招
集
手
当
︵
日
額
︶

 

 
７
９
０
０
円

 

■
試
験
日
・
会
場

 

 
４
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪

 

 
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地
︵
別
府
市)

 

■
申
込
期
限
 
４
月
９
日
㈮

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
日

田
地
域
事
務
所
 

☎
 
０
８
０
９

    

■
学
部
・
募
集
数

 

 
農
学
部
総
合
農
産
科
︵
花
き
コ

ー
ス
・
果
樹
コ
ー
ス
︶
、
総
合

畜
産
科

 
い
ず
れ
の
学
科
も
若
干
名

 
■
試
験
日
・
会
場
 
３
月
23
日
㈫

 

 
大
分
県
立
農
業
大
学
校
︵
豊
後

大
野
市
︶

 

■
申
込
期
間

 

 
３
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

大
分
県
立
農
業
大
学
校
 
教
務

・
学
生
課

☎
０
９
７
４-

２
２-

７
５
８
１

 

大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流
通
部

☎
 
２
２
１
７

     

 
栽
培
・
経
営
管
理
技
術
を
取
得

す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

 

■
対
象
 
農
業
に
興
味
が
あ
り
、

近
い
将
来
農
業
を
始
め
た
い
方
等

 

■
期
間
 
４
月
22
日
㈭
～
平
成
23

年
２
月
25
日
㈮

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時
20
分

 

■
場
所
 
大
分
県
立
農
業
大
学
校

︵
豊
後
大
野
市
︶

 

■
募
集
数
 
５
名

 

■
受
講
料
︵
研
修
実
費
代
︶

 

 
１
か
月
３
０
０
０
円

 

■
研
修
内
容
 
野
菜
の
栽
培
技
術

に
関
す
る
講
義
、
農
業
大
学
校

内
ほ
場
で
の
栽
培
実
習

 

※
野
菜
は
、
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
、
夏

秋
ト
マ
ト
、
白
ネ
ギ
、
小
ネ
ギ

な
ど
大
分
県
の
戦
略
品
目
で
す
。

 

■
試
験
︵
面
接
︶
日
・
会
場

 

 
２
月
24
日
㈬
 
大
分
県
立
農
業

大
学
校
︵
豊
後
大
野
市
︶

 

■
申
込
期
限
 
３
月
18
日
㈭

  

大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流
通
部

☎
 
２
２
１
７

■
と
き
 
３
月
２
日
㈫

  

午
後
１
時
30
分
～
４
時

 
■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者 

︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

   

■
と
き
 
３
月
７
日
㈰
、
14
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 ︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

  

日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

   

■
と
き
 
３
月
10
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人(

先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

 

■
予
約
開
始
日
 
２
月
24
日
㈬

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 ︻
申
込
先
︼
 
商
工
労
政
課
消
費

生
活
・
労
働
福
祉
係

  

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

     
第
31
回
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ
合
同

発
表
会

 

□
と
き
 
２
月
27
日
㈯

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

□
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ

ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

□
内
容
 
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞

踊
な
ど
の
演
芸
発
表
や
水
墨
画
、

盆
栽
な
ど
の
作
品
展
示

 

□
入
場
料
 
無
料

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
︵
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
︶
／
☎
 
２
１

２
３

  

介
護
者
教
室

 

□
と
き
 
３
月
13
日
㈯

 

 
午
前
10
時
～
正
午

 

□
と
こ
ろ
 
花
月
園
２
階
大
食
堂

 

□
内
容
 
介
護
者
の
心
と
体
の
健

康
づ
く
り

 

・
講
師
 
保
健
師

 

□
募
集
数
 
15
人

 

□
受
講
料
 
無
料

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

で
す
。

 

□
問
い
合
わ
せ
︵
申
込
先
︶

 

 
社
会
福
祉
法
人
平
成
会

 
花
月
園︵
森
︶
／
☎
 
３
５
０
０

平
成
22
年
度
予
備
自
衛
官
補
募
集

問

問

問 問

問

問

問

平
成
22
年
度
大
分
県
立
農
業
大

学
校
 
第
二
次
学
生
募
集

平
成
22
年
度
就
農
準
備
研
修

 
 
 
 
 
 
 
研
修
生
募
集

募
 
集

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会
 
 
無
料

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

相
 
談

広報

次回は

３月１日号
３月１日㈪に発送します。

平
成
21
年
度
博
物
館
企
画
展

長
金
治
さ
ん
と
絶
滅
危
惧
種
展

イ
ベ
ン
ト

き
ん

じ
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

市内全域成人健康相談

精 神 保 健 相 談

エ イ ズ 抗 体 検 査

肝炎ウイルス検査等

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課 ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課 ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課 ☎55-2011

【問い合わせ】

（9:00～16:00）

９日㈫
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

10日㈬
（13:00～13:30）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成21年
10月20日～11月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

平成21年
８月生まれ

平成20年
７～８月
生まれ

４日㈭
（13:30～14:00）

前津江
保健センター

12日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

16日㈫
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

４日㈭
（13:30～14:00）

前津江
保健センター

12日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

17日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成20年
８月生まれ

平成18年
10月～11月

生まれ

平成18年
11月生まれ

18日㈭
（10:00～11:00）

なかつえ保育園

大山
保健センター

19日㈮
（10:00～11:30）

未就学児

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

五 和 地 区
成人・乳幼児健康相談

五和公民館

西有田公民館

４日㈭
（9:30～11:30）

ウェルピア１階
18日㈭

（9:00～11:00）

西 有 田 地 区
成 人 健 康 相 談

26日㈮
（9:30～11:00）

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※なかつえ保育園では歯科相談を行いま
 す。
※中央児童館・天瀬児童館・すぎっ子保
 育園・前津江保健センターでは、３月
 は行いません。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
※歯を磨いてきてください。
※１歳６か月児健診では、幼児用歯ブラ

シを持参してください。
※事前に封書で個別に通知します。
※３月１日までに通知のない方は、受診

する地域の振興局・市役所等に連絡し
てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、絵本の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病
 などに関する相談（希望者はみそ汁の塩分測定）
◇持参するもの：健康手帳、みそ汁少々（希望者のみ）
※平成22年３月までは、奇数月に開催します。  

〈成人健康相談〉
◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病な

どに関する相談
◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果

〈乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎２３－３１３３）
 に予約
◇料金：無料 
◇精神保健相談の内容：認知症や精神疾患に関する本人
 や家族からの相談
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
※肝炎ウイルス検査は無料です。また肝炎のインターフ
 ェロン治療に対する医療費の助成も行っています。

５日�・12日�

19日�・26日�



 



日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 25如月の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～
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Ｑ
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
ど
う

 
い
う
意
味
で
す
か
。

水道が凍りました

 
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︵
パ
ワ
ハ
ラ
︶

と
は
、
和
製
英
語
で
﹁
職
権
な
ど
の
パ
ワ

ー
を
背
景
に
し
て
、
本
来
の
業
務
範
囲
を

超
え
て
継
続
的
に
人
格
と
尊
厳
を
侵
害
す

る
言
動
を
行
い
、
就
業
者
の
働
く
環
境
を

悪
化
さ
せ
、
あ
る
い
は
雇
用
不
安
を
与
え

る
こ
と
﹂
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
以

前
は
、
上
司
と
部
下
の
関
係
で
起
こ
る
職

権
を
利
用
し
た
嫌
が
ら
せ
と
い
う
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

先
輩
と
後
輩
、
経
験
者
と
未
経
験
者
、
正

社
員
と
非
正
社
員
な
ど
の
よ
う
に
、
不
均

衡
な
力
関
係
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
起
こ
る

と
さ
れ
、
職
場
で
起
こ
る
様
々
な
い
じ
め

を
総
称
し
て
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

 
働
く
人
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
で
あ
る

パ
ワ
ハ
ラ
で
す
が
、
見
え
な
い
力
で
相
手

を
傷
つ
け
る
と
い
う
点
で
は
、
子
ど
も
の

い
じ
め
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
︵
Ｄ
Ｖ
︶
な
ど
と
同
じ
構
造
で
あ
り
、

職
場
に
限
ら
ず
家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
様
々
な
力
関
係

に
よ
り
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
力
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
よ
り
力

の
な
い
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
連
鎖
し
ま
す
。

 

 
例
え
ば
、
上
司
か
ら
人
格
を
否
定
す
る

よ
う
な
暴
言
を
日
常
的
に
言
わ
れ
て
い
た

パ
ワ
ハ
ラ
被
害
者
で
あ
る
部
下
が
、
家
庭

で
は
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め
に

家
族
に
対
し
て
暴
言
を
繰
り
返
し
て
い
た

り
、
パ
ワ
ハ
ラ
加
害
者
で
あ
る
上
司
も
、

実
は
そ
の
上
の
権
力
者
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ

被
害
者
で
あ
っ
た
り
と
い
う
例
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

 

 
こ
の
よ
う
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
本
人
が

自
覚
し
て
い
な
い
場
合
、
被
害
者
が
加
害

者
に
な
り
、
放
置
し
て
お
け
ば
職
場
か
ら

家
庭
な
ど
外
部
へ
と
広
が
り
、
身
近
な
人

の
人
権
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

職
場
や
個
人
の
問
題
で
な
く
、
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

 

 
パ
ワ
ハ
ラ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
企

業
と
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
は
絶
対
に
許
さ
な
い

と
い
う
姿
勢
で
具
体
的
な
対
策
を
と
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
職
場
で

は
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
で

ス
ト
レ
ス
を
な
く
し
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

  朝、洗面所の水道の蛇口をひ

ねると、出ていた水が細くなり、

しばらくすると止まってしまい

ました。エッと、蛇口を戻した

りひねったり。

  妻に「水道が故障してる」と

声をかけると「今日は寒いから凍っているのよ」と

言われ、「炊事はどうしているのか」と聞くと「仕

方がない」との返事。さすが中津江出身は違うと思

いましたが、私の頭の中では、水道が凍ったときど

うしていたか、昔のことを思い返していました。

  確か、父親は水道管に魔法瓶のお湯をかけていた

な、そういえば夜寝る前に水道の水をほんの少し流

していたな、など思い出し、外に出ると、お湯をか

けようにも水道管がありません、というか露出して

いません。妻の言うように仕方がないと待つことに

しました。

  家の中のストーブに表示されている温度は、マイ

ナス１度でした。今までこのストーブの温度表示が

マイナスになったのは見たことがありません。今年

は一段と寒いなと思いましたが、冬ですから寒いの

は当たり前です。どうせ寒いなら水道が凍るくらい

寒い方が身が引き締まる、頭も良く動くと思いなが

ら水道の復活を待ちました。

 子どものころ、街中でも雪が30センチ積もった

ことや運動場に霜柱が立ち、ジャリジャリ踏んで回

ったことが思い出されます。

  地球温暖化の影響でしょうか。あまり雪が積もら

なくなりました。でも今年は、庭の霜柱をしっかり

踏むことができ

ました。

  寒さに慣れな

が ら、朝霧を楽

しみ ながら、元

気に過 ごしまし

ょう。
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仏
と
は
、
鉄
板
や
銅
板
な
ど
に
仏
像
又
は
神
像
を
あ
ら
わ
し
、
壁
面
な

ど
へ
懸
け
て
礼
拝
し
た
も
の
す
な
わ
ち
懸
け
て
拝
む
仏
な
の
で
懸
仏
と

い
う
。
大 

野
老
松
社
の
懸
仏
は
、
尊
像
を
あ
ら
わ
し
た
ほ
ぼ
定
形
の
も
の
百

六
十
面
と
、
尊
像 

を
失
っ
て
鏡
板
の
み
の
も
の
が
四
十
七
面
の
二
百
七
面
の

遺
品
で
あ
る
。
九
州
方
面 

の
群
集
懸
仏
の
中
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
、
一

面
一
尊
の
独
尊
構
成
で
あ
る
。

 

 
こ
れ
ら
の
懸
仏
は
、
対
馬
の
霹
靂
神
社
、
長
崎
県
北
松
浦
郡
鷹
島
町
の
住

吉
神
社
と
制
作
上
類
似
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方
が
鎌
倉
・
室
町
の

頃
は
豊
後
東
部
よ
り
む
し
ろ
肥
前
方
面
な
ど
北
部
九
州
地
域
と
の
技
術
や
文

化
の
交
流
を
深
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
の
点
で
こ
の
懸
仏
群
の
存
在
は
単
に
前
津
江
の
古
い
文
化
財
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
田
郡
の
旧
史
を
語
る
上
で
も
重
要
な
資
料
た
り
得
る
要
素
を
備

え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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ち
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け
ぼ
と
け

たんぽぽが 落下傘みたいに
          着地した

咸宜小学校６年 一ノ宮 彩夏
【句評】 綿毛がゆうゆうと空を飛んで、
大地へゆっくりと「着地した」という表
し方が素晴らしい。自然の姿を細やかに、
そして大らかな気持ちでとらえています。

小
学
校
高
学
年
の
部

あさがおの ふたばがでたよ
         ちょうみたい

丸山小学校１年 安永 鈴菜
【句評】 芽が出て双葉となり、ちょうち
ょうのようになったところをしっかりと
見つめています。そのときの喜びや弾む
ような気持ちがとても良く表れています。

小
学
校
低
学
年
の
部

さよならと 指切りをして
         かじかむ手

大明中学校３年 森山 恭司
【句評】 別れのときが来て、約束を交わ
したそのときに「かじかむ手」。人生の節
目にあるそのときの深い感情が、読む人
の胸の奥にもしみじみと伝わってきます。

中
学
校
の
部

とびばこで 足を開くと 空にいる

高瀬小学校４年  瀬 蘭
【句評】 うまく飛べたときの、その動き
と感動が見事にとらえられています。空
中に飛び出し「空にいる」という一瞬が、
大きな画面に映し出され、力強く迫って
くるようです。

小
学
校
中
学
年
の
部

夏祭り 勇気を出して つないだ手

藤蔭高校３年 小林 美菜
【句評】 夏祭りに出掛けたふたり。でも
少し勇気が必要でした。青春の一コマ、
そのときの心の動きを、とても素直に表
現しています。言葉に命があってそのま
まあふれ出ているようです。

高
等
学
校
の
部

第63回日田市文教祭「文芸の集い」 
     小学生・中学生・高校生の部

【句評】 文芸の集い実行委員会副委員長     

森 明以子  

優秀作品

れい な

らん み な

あや か

きょうじ

め い こ


